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2023年度

KEIO UNIVERSITY STUDENT SURVEY

※本資料について、慶應義塾の許可なく転載・転用・複製・改変・編集等を行うことを禁じます。



調査概要
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対象者

実施期間

実施方法

回答数

調査主体

2023年度（2023年9月および2024年3月）に卒業した学部生

2023年9月5日～9月22日/2024年3月8日～3月31日

学修支援システム（K-LMS）によるアンケート機能を利用

1823件/6343件 （回答率：約28.7％）

教学マネジメント推進センター／教学マネジメント推進室

KEIO UNIVERSITY STUDENT SURVEY

2022年４月より設置された教学マネジメント推進センターでは、教育効果や学生の学修成果を測定
するための学生調査導入に向けて、2023年度に卒業生を対象としたアンケートを実施しました。
調査概要は以下のとおりです。
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１ 1週間の生活時間（授業期間中）

Q 授業期間中の平均的な1週間（7日間）の生活時間についてあてはまるものを選択してください

7.7

11.7

18.5

50.2

51.2

21.1

22.9

17.8

26.3

9.6

7.0

18.4 9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業（実験・実習含）への出席時間

予習・復習・課題など授業に関する学修時間

授業以外の学修時間（資格試験勉強や読書等）

0h 1-5h 6-10h 11-15h 16-20h 21-30h 31h-

・卒業生の6割近くは
11時間以上授業に出席している

・6割の卒業生が
授業に関する学修時間が5時間以下

・6割の卒業生が
  授業以外の学修時間も5時間以下
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Q 大学生活において、以下の能力やスキルについて、大学入学時から比べてどの程度向上した、あるいは身についたと考えますか

２ 学修成果

15.5

16.8

6.3

7.2

23.5

24.7

6.0

17.4

7.0

5.5

7.4

8.6

6.3

20.5

28.2

26.9

18.5

29.6

24.4

22.3

26.4

26.6

21.6

39.4

19.8

19.2

35.9

29.1

40.6

38.6

40.4

38.2

36.6

31.1

13.1

12.4

37.9

17.7

25.4

31.4

23.5

23.8

33.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幅広い知識・幅広いものの見方

外国語の能力（大学入学前に学んだ言語）

外国語の能力（大学入学後に学んだ言語）

所属する学部・学科・専攻の専門分野に関する知識

データの内容を統計的に理解し活用できる能力

現状を分析し課題を明らかにできる能力

物事を論理的に考える能力

修得した知識を活用して、課題を解決できる能力

意見をわかりやすく伝える能力

意見を聴き、意見の違いを理解できる能力

身についてない どちらともいえない 身についた

・7割以上の学生が幅広い知識や
ものの見方、専門分野に関する知識が
身についたと考えている

・外国語の能力、統計処理能力については
身についたと実感できていない学生が
半数を超えている

※学修機会がない場合はカウントから除いて処理
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３ 学びの有益性

・卒業生は多様な考えをもつ人との議論や
修得した知識をもとに課題解決を図る
経験に将来への有益性を感じている

・論理的・学術的な文章を書くスキルや
多様な学問を学んだ経験にも
有益性を感じている

Q これまでの大学生活における以下の学びの経験は、卒業後にどの程度有益であると考えますか

8.4

7.2

6.6

13.9

20.2

8.4

8.5

7.0

6.0

8.0

5.3

25.8

19.6

19.6

23.3

26.4

22.7

21.3

20.6

17.0

24.5

18.3

33.5

33.8

34.0

24.3

21.9

33.0

32.3

30.8

30.2

31.6

36.0

28.7

37.3

37.7

33.2

21.1

32.2

34.9

39.1

44.3

33.0

38.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学での勉強方法（アカデミック・スキル）

論理的・学術的な文章を書くスキル

幅広く多様な学問分野を学んだ

外国語（大学入学前に学んだ言語）

外国語（大学入学後から学んだ言語）

データの内容を統計的に理解し活用する方法

自身の専攻に関する専門的な知識

授業中に自分の意見や考えを述べる

グループワーク等で多様な考えを持つ人と議論

演習・実習等を通じて実践的・体験的に学ぶ

修得した知識をもとに、課題の解決を図る

有益でない どちらともいえない 有益である

※学修機会がない場合はカウントから除いて処理
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４ 学習機会（ゼミや卒業課題）

21.5

39.1

14.2

12.8

6.4

25.6

27.7

12.9

16.0

12.3

18.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学での勉強方法（アカデミック・スキル）

論理的な文章や学術的な文章を書くスキル

幅広く多様な学問分野について学ぶ

外国語（大学入学前に学んだ言語）

外国語（大学入学後から学んだ言語）

データの内容を理解し活用する方法

自身の専攻に関する専門的な知識

授業中に自分の意見や考えを述べる

グループワーク等で多様な考えを持つ人と議論

演習・実習等を通じて実践的・体験的に学ぶ

修得した知識をもとに課題の解決を図る

該当 非該当

Q 自らの学部・学科・専攻の専門科目の学修にあたり、前の項目のうち、
より早い段階で経験を積みたかったと感じるものを選択してください

５ 学修機会（専門科目の学修）

※ゼミや卒業課題の履修を課されない学部は、
卒業するまでにより経験を積みたかったと感じるものを選択

Q ゼミや卒業課題（卒業研究・論文など）に取り組むにあたり、
より早い段階で経験を積みたかったと感じるものを選択してください

22.1

27.1

17.9

12.4

8.0

21.9

25.6

12.2

14.3

14.2

14.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学での勉強方法（アカデミック・スキル）

論理的な文章や学術的な文章を書くスキル

幅広く多様な学問分野について学ぶ

外国語（大学入学前に学んだ言語）

外国語（大学入学後から学んだ言語）

データの内容を理解し活用する方法

自身の専攻に関する専門的な知識

授業中に自分の意見や考えを述べる

グループワーク等で多様な考えを持つ人と議論

演習・実習等を通じて実践的・体験的に学ぶ

修得した知識をもとに課題の解決を図る

該当 非該当

・いずれも論理的・学術的な文章を書くスキルや
データを活用するスキルの必要性を感じている
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６ 満足度（授業）

Q 在学中の大学の満足度について
それぞれ5点満点で点数づけをしてください

７ 満足度（大学）

※未履修または利用していない項目はカウントから除いて処理

Q 授業の満足度について
それぞれ5点満点で点数づけをしてください

6.5

7.0

7.1

19.1

17.3

6.6

4.8

21.4

28.8

30.1

19.9

13.7

37.9

26.2

24.9

39.9

26.8

31.9

19.3

20.7

31.8

51.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総合教育科目や基盤科目など

幅広い教養を身につける科目

外国語科目

（大学入学前に学んだ言語）

外国語科目

（大学入学後から学んだ言語）

学部・学科・専攻の専門科目

ゼミ、研究会、卒業課題

（卒業研究・論文など）

最低(1) 最高(5)

7.5

9.7

13.8

13.9

5.3

23.6

27.9

30.8

17.8

34.2

29.5

25.2

37.4

29.4

24.0

22.7

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学の施設・設備

（図書館・IT環境等）

授業または課外活動等での

大学教員との関わり

窓口サービス等での

大学職員との関わり

在学中の総合的な満足度

最低(1) 最高(5)

・卒業生の6割以上が教養科目や専門科目、ゼミ等に満足度している
・7割以上の学生が総合的に満足している



42.6

9.8

1.9

34.4

37.0

25.9

13.8

2.2

6.5

9.3

15.5

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学の授業にかかわる勉強

学術書を読む

公務員・教員採用試験の勉強

演習・ゼミ・研究会に関する活動

部活動・サークル

アルバイト

資格勉強

ボランティア

留学・海外研修

インターンシップ

就職活動

その他

該当 非該当 8

Q 在学中に最も力を入れた活動について３つまで選択してください

９ 在学中に力を入れた活動

・多くの学生が在学中に力を入れたのは
授業の勉強と部活・サークル活動である

Q どのような入学形態で入学しましたか

８ 入学形態

51.1 7.9 11.3 22.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般 総合型 学校推薦型 塾内進学 その他

・ゼミや研究会に力を入れた学生も多い



6.4

39.6

14.1

24.9

6.8

35.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法曹資格

税理士・公認会計士

国家公務員Ⅰ種

地方公務員（教員免許除く）

教員免許

医師・薬剤師・看護師等の医療資格

語学関係

コンピュータ関係

簿記

ファイナンシャルプランナー

その他

該当 非該当
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Q 在学中に主に所属していた学生団体について選択してください

１１ 所属学生団体

・取得資格は語学系が最も多い

Q 在学中に取得した、または３月中に取得見込みの資格等が
あれば選択してください（複数選択可）

１０ 資格取得状況

12.3 22.9 17.0 17.1 10.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体育会 スポーツ（体育会以外） 学術関係

芸術・文化関係 レクリエーション関係 福利厚生団体

その他 参加したことがない 退会・退部した

・体育会またはスポーツ系の団体に所属していた学生が3.5割

・前年に比べて参加したことがない学生の割合が増加
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Q 今後の進路についてお聞かせください

１３ 卒業後の進路

・8割以上の学生が留学経験なし

Q 在学中の留学等の経験の有無についてお聞かせください

１２ 在学中の留学経験

・約7割の学生が就職、約2割の学生が進学する

6.2 5.8 2.9 82.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

留学(6か月～) 国内でオンライン留学 短期留学(～6か月)

語学研修 予定していたが中止 なし

68.6 22.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就職 進学(国内) 進学(国外)・留学 資格試験準備 就活継続 その他



18.9 11.3 17.9 8.2 6.4 5.3 15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

業種

金融・保健 情報通信

学術研究・専門サービス（コンサル・監査・広告） 製造

商社・小売 サービス

不動産 医療・福祉

教育・学修支援 建設

運輸・郵便 電気・ガス

公務員(教員除) 教員

その他

63.4 12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職種

総合職 一般・業務職

事務系職種別採用(法務・経理・秘書等) 営業専門職

士業 役員・管理職

技術職 研究職

国家公務員 地方公務員

医療系専門職 教員

他
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Q 就職を選択した場合の就業形態・業種・職種についてお聞かせください

14 就職先情報

・新卒入社で総合職に就く卒業生が最も多い

・金融や情報通信、学術研究・専門サービスへの就職が多い

87.9 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就業形態

新卒入社 復職・現職 起業 自営業 派遣
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Q 今後の進路に満足していますか

１５ 満足度（進路）

・多くの卒業生は卒業後の進路に満足している

15.7 31.4 47.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

最低(1) 最高(5)～
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